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理想
体重、体脂肪率ともに標準です。摂取カロ
リー（飲⾷）と消費カロリー（運動量）の
バランスがとれている状態と思われますの
で、今後も現在の生活パターンを維持して
いきましょう。
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■筋 ⾁ 量 内臓筋、
骨に付いていて意識的な動きができ、速動、活動により⼤きく変われる部
分の筋⾁のことをいいます。

■B  M  I 国際的な体格指数として使われています。  BMI = 体重(kg)÷⾝⻑(m)²
■腹     囲 おへそ周りの周囲⻑を⽰しています。胴体の電気抵抗を直接測定すること

で、メジャー測定値との近似値を実現しています。
(男性85cm、⼥性90cm、18歳未満は性別に関係なく80cmが許容量)

■内臓脂肪
レベル

おへそ周りを⽔平に切った腹部断⾯の内臓脂肪の多さをレベルで表
しています。男⼥問わず10を超えると注意が必要です。

※体重は参考値です。計算法上の取引・証明⽤には使えませんのでご注意ください。
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あなたの体格判定は
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■体⽔分 ■タンパク質 ■ミネラル
健康な⽅は体重の約50%〜70%が⽔分であり、

体型パターン
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基礎代謝量

基礎代謝量とは？ ⼈が1⽇中安静にしていても消費するエネルギー量のことで、除脂肪量から算出されています。
基礎代謝が⾼いと、⾷べた物をエネルギーとして活発に消費できます。1⽇の消費カロリーの6〜7割を占めていると⾔われています。

上下

腕部、
発達程度を表します。
部過少は運動不⾜、
過少は筋⾁衰退と関係
があります。
改善しましょう。

脚部
腕部

左右のアンバランスは負
傷、⼿術、運動不⾜等が
あります。
動により改善しましょ
う。
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改善
⽣活習慣 運動不⾜ ⼀般 優良者 スポーツ

選⼿並

た栄養素を体の細胞に届け、
をします。
えることもあります。

タンパク質は体⽔分と共に筋⾁を構
成する主な成分です。
⾜りないことは細胞の栄養状態が
よくないことを意味します。

ミネラルの約80%は骨にあり、
支持する役目をします。
粗鬆症や骨折の危険性が⾼まります。
(ミネラルは推定値です)

かくれ肥満 肥満
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脚部

運動により

リハビリや運

体⽔分は摂取し
⽼廃物を外に排出する運搬の役割

体⽔分量は筋⾁の量に⽐例しますが、疾患によって増
タンパク質が

⼈体を
⾜りないと骨

⼼筋、骨格筋を含む、全⾝の筋⾁の量のことをいい、特に骨格筋は

72.1kg
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12.8kg

体成分測定結果表のデータはInBodyの測定データを使⽤しております。
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(部位別体脂肪分析は推定値です)
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